
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

長崎県橘湾産ホシガレイの成熟生態

山口, 園子
九州大学大学院農学研究院動物資源科学部門海洋生物生産学講座海洋生物学研究室 | 九州大学大学院生
物資源環境科学府生産学専攻海洋生物生産学講座海洋生物学研究室

米田, 道夫
九州大学大学院農学研究院動物資源科学部門海洋生物生産学講座海洋生物学研究室 | 九州大学大学院生
物資源環境科学府生産学専攻海洋生物生産学講座海洋生物学研究室

太田, 耕平
九州大学大学院農学研究院動物資源科学部門海洋生物生産学講座海洋生物学研究室 | 九州大学大学院生
物資源環境科学府生産学専攻海洋生物生産学講座海洋生物学研究室

宮木, 廉夫
長崎県総合水産試験場種苗量科 | 九州大学大学院農学研究院動物資源科学部門海洋生物生産学講座海洋
生物学研究室

他

https://doi.org/10.15017/21079

出版情報：九州大学大学院農学研究院学芸雑誌. 55 (2), pp.179-184, 2001-02. 九州大学大学院農学研
究院
バージョン：
権利関係：



九大脱字芸誌（Sei．Bull．F弧A酢．，KyushtltJn；Ⅴ．）  
第55巻 第2iヨ・179－184（2001）  

長崎県橘湾産ホシガレイの成熟生態   
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材料および方法  

i997年12月27Eト1998年1月30日に，長崎軌橘湾  

ほ－ig．1）で購鵡需よって漁獲された後，南別当漁協  

に水掛デされ，波崎県総合水産菜i宅験麹に搬入された雌  

親魚19尾（平均全長444．づ±35．8mm，平均体蓑  

1，258±13．2g）を用いた．撲塊仁！は1997年12月27董ヨ，  

1998年1月10軋151ヨおよび3肝】で，尾数ほそれぞれ  

6，7，3，3尾である．1997イド12月27憂‡！以前には漁獲  

は堰く，また199糾乙の2月上旬以降に漁獲された蝉凱  

魚はすべて正卵稜の個体であったので，本研究には伐  

用しなかった．擬人の翌＝に水雲預から取り上げ，2－フエ  

ノキシュタノール ほ00ppm）で麻酔した後，全長  

け1力］mm）および体蕊（BW，g）計測定した．そ  

の後，卯鵜を摘出し，卵巣蕊鼠〈GW，g）を測定し  

た後，卵巣蘭挽の－′嶋都をBouまn氏液およぴ10％ホル  

マリンで圃克した．州・那の組織はSera漕（エタノ…  

ル：ホルマリン：醐鮫ニ6：3：1）で卵の細胞磐を透  

明化させ，核（germinalvesicle）の位磁を実体蘭   

ホシガレイVeJ†α叩erぴα7，£e糾乙㍑ぶほカレイ科マツ  

カワ属の魚穐で，＝本各地で冬～春にかけて漁獲計れ  

美味，希少価値など明点から高級魚として取引されて  

いる．近年新たな堂鴎対象放として注＝されており，  

長崎蝋をはじれ 各地で穐苗珪髄への取り組みが始まっ  

たが，採卵法が確立されていないために現在安産した  

桃1！】紹潤粛がなされていない．   

本研究では．ホシガレイの経常生産法の確立に向け  

ての本棚の生物学的基賎硝都度雄潤する目的で，長崎  

県における率粛の紛紳期や，卵の雪迂遠勉態を中心とし  

た成熟生態について錮発した．戊嘲酎こおいてほ，橘  

湾や有明締湖南に1ト12月にかけて栄進した産卵梱体  

が漁燕されているが漁獲嵐は憾めて少ない．本研究に  

おいても．津ほ馴染の少なさと商い鵬人仙i格のため調査  

尾数が19尾と極めて少なかったが，本種の成熟に関す  

る懲戒な知見が得られたので組合する．  

＊九州大学大学院生物饗源堺境科学府水産学専攻溢洋生物生兼学講座毎渾生物学研究靂  
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Marin¢Bioresource Science，Graduate Schoolor Bioresource and BioenvironmenLalSciences，   
Ⅸyushu U11iversまty  

＊＊NagasakiPrefectural‡nstiもuもe oryisheries  
＊＊＊ correspo11dingauthorほ－mail：rinya」n＠agr・kさ7uShulLaC・jp）  

仙179－…   
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Fig．1．A map or ′ユ1achi‡〕ana Bayin Nag・aSakiPrerecもul，e，  
WeSteI・11Kyushu．  

騨  

1ブig．2．P‡10Lomicrog・raphs or spotted halibuL oocytes at dirferont d¢VelopnュentaIstages，  
a，1ate yol】くStage；b，early germilは】vesicleェⅥ1graLiollStage；C，late germinal  
VeSicle mlgrationstag・e；and d，matui、eSLage．1，appearanCe OrOOCyte arとerrixa－  
Lio11Wiと】lSeェ、a SOluもion；and 2  

vesicle．Scal（）bars＝200什m．  

histologlCalsecもio王10r OOCyte．GV，germinal  

微鏡で観察した．Bouill氏液でl甘露した卵巣組織烏  

メタクリレ山卜樹脂（Technoviと，Kulzel～）で包捜  

した後，2～3机nの切片を作製し，1％トルイジン  

ブル仰で染色を施し，光学踊徽蘭で魔磯した，また，  

10％バりレマリンl糀迂の卵巣組織を0．5gずつ掛l叉し，  

卵径200／用1以上の卯を対象として卵径と卵数を測建  

した．さらに，麗卵澱前の個体の卵磯潮聞い10％ホル  

マリン固定）を1gずつ採取して職も発達した卵群状  

卵救を計数し，総正卵数及服疾した．  

結  果  

1．卵巣卵の発達段階   

探放したホシガレイの卵の発達段楷（無卵演劇使瀾  

く）を，Sera液浸富豪モ彼の実体顕機銃による観察紺果  

と森む絶学的特鰍こより次の4期にl哀別した（Fig．2）．   

綱】等形成後期（Late yolk sLa酢）：細胞繋が半透  

明で中央部にほ接が明瞭に碓認できる．小型の卵黄球  

が繍き泡留金城に分布している（yig，2，alanda2）．   
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るが排卵されている仰が認められ，また卵巣綴緻㍍は  

退行段階の異なる樅々の排卵後濾胞が観察される．卯  

鍍形成後期漉明は′辟に存在するが，産卵の遊行につれ  

て次第にその数が減少する．   

産卵終了期（posレSpaWni咽）：多数の排卵後濾胞  

および手技卵縛卵のみでij了められる（Fig．3）．退行や  

の卵黄1印もわずかに存在する．   

3．卵径頻度分布   

卵巣刺の卵径頻度分布を卵巣の成熟段階別に調べた  

（Fig．4）．矧変分布は，卵憂な形成が進行している発  

連中の大型卵群と，卵鍍形成前の小型の卵群の二つの  

卿群より鰍弦される望喪家貰覧望を示した．大型卵群の卵径  

は仁卵離形成がほぼ終了した産朝懐諦潤でほ750～900  

〃mであった．産卵期にな戊と大型卵群ほ掴00～  

1600〃mの機移動後憂鬱羞～成熟期の卵となり，成熟卵  

を持つ卵巣の大数肝粧札 成熟卵のみではなく，卵鶉  

形成後期上枝移動新川，核移磯磯瀾庖よび成熟期の卵  

から付H反されていた．大聖卵群坤の卵黄形成後期卵の  

数は種朝が進むにつれて減少し，耗卵終了期の卵巣で  

Numberoffish  
6  7  3  3   

稜移動1椚打j（Ⅰ王arly g・erminalvesicle migra－  

もion sLag・e）：剥＝胞質ほ前妻狙と同様に半透け㌻ごあるが，  

核は細胞蘭慨中央から桑梁辺部に†デりかって移動し始める．  

各々の卵黄球庖前期よりもその大きさを増す（Fig・．  

2，bland b2）．   

柁移熟練期（LaLe germinalvesicie migration  

stag・¢）：細胞餅牽辺部に接が認められ，椚包質のル’！乞  

分以上で卵弗球の融鳶が完了している（Fig2．c】  

and c2）．   

成熟期（Ma血re sL昭e）：接が消失した授，全て  

の卵黄球の融合が完了し，吸水とともに卵ほ著しく増  

大する（Fig。2．dland d2）．   

2．卵奥の成熟段階   

卵塊内の発達l：‡－の卵の発連投闇黒磯告いて，1997年  

12j127‡］～1998年1月30巨＝こかけて撞壊され鳶磯機漁  

の卵巣の成熟j≡邪皆を次の3期にl互分した．   

産卵裾前期（pre－SpaWning）：全ての発連中の明  

は卵裾l婆戊をほぼ終了した卯宕馴ラ成筏封附こ遵し，排卵  

後泌胞（postovulaもOry rOllicles）は認められない．   

産卿！才∫（spawning）：温も党適した卵が鰭移動前・  

後ま批巨よび成熟期に適する．卵巣腔には数は様々であ  
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詑卵期の個体の割合が高くなっていき．＝封ほ目は全  

てが産卵期の個体であった．1月別汗＝ニほ3履中2尾  

が産卵終了期の卵巣を持ち，1尾が液卵中であった．   

5．総産卵数と全長の関係   

産卵麗前期の卵鵜をもつ5個体を用いて給終琵卵数を  

推髭した．絞産卵数（totalrecundiもy，Ty）と全長  

（totallen郎ll，TLin】nm）との関係は次式により  

示された．   

でF＝7．45・】】0血6TL‘i・鵬（朗1≦rilL≦488，どニ0．99）  

平均全長427mmの個体における舵盤鎗液卵数は約45  

ガ粒であった（ダig・，6）．  

考  

本研究において，1997年12月27‡ヨに採集された6尾  

中5尾が産卵が始まっていない産卵期宮部の絡観を持っ  

ており，残り1尾でほ産卵が始まっていた．その後，  

産卵個体の割合は急速に増加し，激務の採狼【ヨである  

1998年1月30】ヨでは産卵がほぼ終了していた．さらに，  

上述したように2月上旬以降に探鎖された個体は全て  

産卵後であった．したがって，本研究で使用された個  

体は全て産卵期をカバ…しており，音義湾における春機  

の産卵期は，12月後半から2月上旬であると推定され  

た．東北地訪で捕捜される本棟の産卵朔ほ2月～3月  

であり（古層ら1998〉，棲息の商限である慮略県で屈  

卵期が早いのは，東北地ガと比較してほ水温が高いた  

めであると考えられる．   

本楯の発遵中の卵巣における卵径頻度分布は二つの  

モ叫ドを持ち，写己連中の大型卵肝への煉卵費卵からの   

（
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ent sとages or maもuI・iもy collecとed  

from remale spotted halまbutin  
抽e Tachibana 鮎y during・27  
necember1997 to 30January  
】998， A， pre－SpaWning●； B，  

SpaWIllng；and C，pOSトSpaWning．  

は大型卵群は全て産み尽くされ，250／ノm以下の搬卵  

黄卵から構成される小型卵群明藩が存在した．   

4．成熟段階別卵巣の採終日別出現頻度   

各搾免Ⅰヨにおける成熟段階別卵塊の旧税ぢ緋変を示し  

た（甘ig．5）．12月27日では6堀中5履が産卵直前瀾  

で（83．3％），】．魔の個体が産卵期であった一 その後．  
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な課題となろう．  

要  約   

艮崎県橘儲で1997年12月～1998年1月に漁獲された  

ホシガレイの雌親魚19尾を用いて，卵の発達動態を中  

心とした成熟生態について調査した．   

組織学約特徴および卵径頻度分舶こ議覧づき，卵巣の  

成熟段階を産卵緻前期，産卵期および産卵終了期の3  

期に区分した．これらの卵巣の出現状況から，橘湾に  

おける本棟の産卵期は，12月下旬から2月上旬である  

と推蒐された，本棟の卵の発達雄武は．周辺仁期の卯  

から山部の卵群が発達する卯群同才那己逆数に属し，産  

卵様式は複数回に分けて成熟・排卵される分割産卵烈  

であると考えられた．また，総産卵数（TF）と全濃  

（TLin mm〉 との関係は，  

TFニ7．45・10…6TL摘（341≦T‡．≦488）  

の式で衆され，平均全逓427mmの個体における総産  

卵数ほ約45万粒であった．  
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本研究は長崎県技術開発研究委託軍楽（学・官枠）  
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新たな加入が認められず，また，大型卵群の卵数は産  

卵が進むにつれて減少し，産卵終了期にほほとんど産  

卵され，卵巣riりこほ存在しなくなる．したがって本棟  

の卵の発達様式は，周辺仁期の卵から両部の卵群が発  

途する卵磯雄那肛絶遠優に属し，産卵様式は発適した卵  

群が複数回に分けて成熟一排卵される分割産卵彗望であ  

ると考えられた，この様式はplaice（Inbaraj e£α～．  

1997）やマガーレイ（和膚i1970）などの他のカレイ類  

でも報告されており，異体頬特有の成熟生態と考えら  

れる．この卵群剛8溌連捜をもつ魚種ではその年の卵  

黄卵の新規の加入はないと考えられるので．血血磯も排  

卵していない産卵期麗前の卵巣における卵黄蓄積卵の  

卵数を求めることによってその年の総産卵数（total  

recundity）が推定できる．総産卵数は平均全長427  

mmで約45万般であり，上述のように，この卵数を  

数回にわたって産むと考えられた．Lかし，産卵国数  

と産卵1Ⅰ衰】当たりの蓮卵数（batch recundity）は今  

回の開査では不明で，今後飼育粟験などにより解明さ  

れることが期待される．   

艮時機における本棟の採卵ほ，橘湾で漁獲された産  

卵叡飽から排卵中の個体を選び，現地で人工授梢する  

ことによって受粕卵を得ているが．受精率ほ山娘に低  

く受用しない個体も多い（兼学邑楽資料）．ほぼ採卵技  

術が確立したと考えられるトラフグやプリでほ，受精  

率や膵化率は受瀾のタイミングに大きく依存している  

ことが明らかにされている．すなわちトラフグでは排  

卵後8時間以内に川棚ら1998），またプリでは排卵  

後引例乳鉦内に卵を搾㈹し人工授柚を行えば商い受精  

率の卵が得られる（中田ら2000）．さらに本棟と同属  

のマツカワⅤビ柑SpermOぷeriでも排卵後の経過時瀾  

とともに受精率が低下することが報瞥されている  

（Koyaビ£αg．1994）．すなわち，本棟の現地におけ  

る人工授精での覚粕翠の低さは，主として媒梢のタイ  

ミングを逸していることに進藤lしていたものと考えら  

れる．また，天然親魚は剃網にかかってから引き上げ  

られるまでの聞，極めて強いストレスを受けているこ  

とが予想され，揮卵用親魚としては望ましくない．本  

種の安充した機番生産を】雲‡るためには，育成管理され  

た養成親魚を用い，生殖腺刑髄ホルモン放出ホルモン  

（GnRIJ）やHCGなどのホルモン投与により排卵を  

人為削御することで排卵時瀾を予測し，排卵確認後，  

直ちに人工援用を行うことが必繋で，それにより高い  

受摘率の卵が効率よく得られることが期待される．今  

後，本棟の横笛生産法の確立にあたり，採卵用親魚の  

餐成技術や適切なホルモン投与法の開発が当面の主賓  



Summary 

The reproductive biology of fernale spotted halibut, Verasper variegi~tus, was exam- 
ined from 19 specimens sampled in Tachibana Bay, Nagasaki Prefecture during 27 De- 
cember 1997 to 30 January  1998. The maturity stages of the ovaries were categorized 
into threc classes based on the histological characteristics and the size-frequency distri- 
bution of oocytcs; pre-spawning, spawning and post-spawning, The occurrence rates of 
the different maturity stages of ovxries during the collection period suggested that the 
spawning season of spotted halibut in Tachibana Bay extends from late December to 
early February. Developing oocyte in the course of vitellogenesis formed a single clutch 
sepal-aled from the pre-vitellogenic oocyte group, which resulted in showing t ~ v o  peaks 
isolated each other in the size-frequency distribution of oocytes. After the completion of 
vitellognesis in a l l  oocytcs of the advanced clutch, final oocyte tnaturation and following 
ovulalion occurred in a par1 of oocytes of the clutch. 'rhe number of oocytes of the ad- 
vanced clutch gradually decreased during the spawning season due to serially occurring 
ovulalion. The ovaries after spawning contained only pre-vitellogenic oocytes scattered 
among the degenerating postovulatory follicles. Total fecundity (TF) in five fish with 
the ovaries a t  the prc-spawning stage was related to total length ('ltI,, m m )  a s  TF= 
7.45 - 10~0T1J"8 (341STLS488). 




